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　町は、地域づくり推進事業として『いきいき・エクサ

サイズとメルヘンのまちづくり』をテーマに「おもちゃ

博物館建設」と「運動公園整備」を推進しています。

　現在、わたしたちを「夢とロマンとメルヘンの世界」

に導いてくれる「おもちゃ博物館」の建設工事を平成７

年４月の才－プンに向け進めています。

　なお、おもちゃ博物館は、平成７年10月に開催される

「第10回国民文化祭・とちぎ９５」の『国際おもちゃフ

ェスティバル』の会場になります。
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去
る
３
月
2
7
ロ
の
町
長
選
挙
で
無
投
票
で
再
選
を
し
た
清
水
英
世

町
長
が
、
４
月
1
9
日
、
職
員
の
拍
手
に
迎
え
ら
れ
、
初
登
庁
を
し
ま

し
た
。

　
役
場
正
門
前
に
着
い
た
清
水
町
長
は
、
女
性
職
員
か
ら
花
束
を
贈

ら
れ
、
引
き
続
き
正
庁
で
訓
示
を
し
、
清
水
町
政
の
２
期
目
が
始
ま

り
ま
し
た
。

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
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一
／
／
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￥
一
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啓
三
　
　
・
選
挙
公
約
で
あ
り
ま
し
た
、
四
つ
の
駅

　
こ
の
た
び
、
町
民
各
位
の
暖
か
い
ご

支
援
に
よ
り
、
再
選
の
栄
に
浴
し
、
引

き
続
き
町
政
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
も
と
よ
り
、
微
力
で
は
ご
ざ

い
ま
す
が
、
皆
さ
ま
方
の
ご
期
待
に
お

応
え
し
、
こ
の
重
責
を
果
す
た
め
に
、

新
た
な
決
意
と
変
わ
ら
ぬ
情
熱
を
も
っ

て
、
誠
心
誠
意
努
力
を
重
ね
て
ま
い
り

た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
四
年
前
、
町
長
に
就
任
し
て
以
来
、

を
核
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

た
め
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
策
定
す

る
と
と
も
に
、
2
0
年
先
を
見
通
し
た
道

路
網
整
備
基
本
計
画
や
緑
化
計
画
を
策

定
し
、
こ
れ
ら
の
計
画
を
基
本
に
「
2
1

世
紀
に
翔
く
活
力
あ
る
ま
ち
み
ぶ
」
を

目
指
し
て
、
ま
ち
づ
く
り
事
業
を
推
進

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
時
あ
た
か
も
、
北
関
東
自
動
車
道
の

着
工
命
令
が
出
て
、
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
が
殷
殷
さ
れ
る
本
町
が
、
道
路
交
通

の
要
衝
と
し
て
大
き
く
発
展
す
る
こ
と

が
確
実
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
開
発
が
進
む
と
し
て
も
、

乱
開
発
の
波
に
押
し
流
さ
れ
な
い
よ
う

本
町
で
は
、
2
1
世
紀
に

向
け
、
恵
ま
れ
た
自
然
と
史
跡
を
生
か

し
な
が
ら
、
「
緑
豊
か
な
公
園
都
市
み

ぶ
」
の
剔
生
を
目
標
に
し
た
ま
ち
づ
く

り
事
業
を
展
関
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
こ
れ
ら
の
ま
ち
づ
く

り
事
業
を
中
心
に
町
政
発
展
の
た
め
努

力
し
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

そ
の
Ｉ
つ
が
、
県
指
定
の
「
誇
れ
る
ま

ち
づ
く
り
事
業
」
で
あ
り
ま
す
。
そ
の

テ
ー
マ
を
『
歴
史
が
清
流
れ
る
　
と
き

め
き
未
来
習
作
ぶ
』
と
し
て
、
歴
史

の
町
の
玄
関
口
で
あ
る
壬
生
駅
周
辺
の

整
備
と
東
雲
公
園
の
整
備
、
更
に
お
も

ち
ゃ
の
ま
ち
ふ
れ
あ
い
ロ
ー
ド
と
お
も

ち
ゃ
の
ま
ち
駅
周
辺
の
整
備
を
図
ろ
う

と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
も
う
Ｉ
つ
が
、
自
治
省
指
定
の
『
い

き
い
き
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
と
メ
ル
ヘ
ン
の

ま
ち
づ
く
り
』
事
業
で
あ
り
ま
す
。
本

町
で
は
、
幅
広
い
年
齢
層
の
人
々
に
利

用
で
き
る
鉛
分
公
園
の
建
設
を
計
画
し

て
お
り
ま
す
。
こ
の
事
業
は
、
そ
の
核

と
な
る
運
動
公
園
と
お
も
ち
ゃ
博
物
館

の
建
設
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
事
業
は
、
議
員
各
位
を
始

め
、
皆
さ
ま
方
の
ご
協
力
に
よ
り
順
調

に
推
進
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
「
誇
れ
る

ま
ち
づ
く
り
事
業
」
で
は
、
お
も
ち
ゃ

の
ま
ち
駅
東
�
の
地
下
罷
輪
揚
が
完
成

-

拍
手
で
迎
え
ら
れ
る
清
水
町
長

し
、
供
用
開
始
し
ま
し
た
。
ま
た
、
壬

生
駅
周
辺
で
は
、
歴
史
的
道
筋
と
し
て

の
舟
町
通
り
整
備
が
着
々
と
進
ん
で
お

り
ま
す
。
本
年
度
か
ら
は
、
お
も
ち
ゃ

の
ま
ち
駅
東
口
広
場
の
整
備
と
東
雲
公

園
の
整
備
に
着
手
す
る
こ
と
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
自
治
省
指
定
の
ま

ち
づ
く
り
事
業
で
は
、
陸
上
競
技
場
と

多
目
的
広
場
の
建
設
が
道
ん
で
お
り
ま

す
が
、
本
年
度
中
に
完
成
す
る
予
定
で

あ
り
ま
す
。
隣
接
す
る
お
も
ち
ゃ
博
物

館
も
完
成
間
近
で
、
平
成
７
年
４
月
オ

ー
プ
ン
に
向
け
て
の
準
備
も
最
終
段
階

に
入
っ
て
お
り
ま
す
。
な
お
、
お
も
ち

ゃ
博
物
館
は
、
平
成
７
年
1
0
月
に
栃
木

県
で
開
催
さ
れ
る
国
民
文
化
祭
の
会
場

と
な
り
ま
す
の
で
、
周
辺
整
備
に
も
力

２



を
入
れ
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
ま
ち
づ
く
り
は
、
町

の
将
来
像
を
決
定
す
る
と
思
わ
れ
る
、

こ
の
二
つ
の
事
業
が
中
心
に
推
進
さ
れ

ま
す
が
、
ま
ち
づ
く
り
は
、
み
ち
づ
く

り
か
ら
と
も
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、

道
路
網
の
整
備
も
径
行
し
て
推
進
し
て

ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
幸
い
、
建

設
省
か
ら
ま
ち
づ
く
り
市
町
村
道
整
備

モ
デ
ル
事
業
の
実
施
市
町
村
仁
認
定
さ

れ
ま
し
た
の
で
、
町
内
道
路
の
整
備
が

　
一
層
推
進
さ
れ
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
生
活
環
境
の
改
善
に
む
け
て
、

最
終
処
分
場
の
整
備
に
着
手
す
る
と
と

も
に
、
農
業
集
落
排
水
事
業
に
も
取
り

組
ん
で
行
く
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
ハ
ー
ド
事
業
に

併
せ
て
、
高
齢
化
社
会
に
向
け
た
老
人

保
健
福
祉
の
一
層
の
充
実
を
図
る
と
と

も
に
、
昨
年
度
完
成
し
た
生
涯
学
習
館

や
公
民
館
な
ど
を
利
用
し
た
生
涯
学
習

の
振
飢
ハ
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
な
ど
ソ
フ

ト
面
の
充
実
も
図
っ
て
ま
い
り
た
い
と

存
じ
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面

に
わ
た
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
推
進

し
、
往
ん
で
心
地
よ
い
ア
メ
ニ
テ
ィ
の

高
い
ま
ち
の
実
現
の
た
め
、
渾
身
の
努

力
を
し
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
の

で
、
引
き
続
き
町
民
皆
さ
ま
の
ご
支
援

と
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

臨
時
議
会

　
議
長
に
犬
山
章
一
氏

　
副
議
長
に
荒
川
誠
一
氏

　
町
長
及
び
町
議
会
議
員
選
挙
後
は
じ

め
て
の
臨
時
議
会
が
、
４
月
2
2
目
に
開

議長

　大山章一氏

　
４
月
2
9
日
、
政
府
か
ら
平
成
６
年
春

の
叙
勲
受
貧
者
が
発
表
さ
れ
、
本
町
か

ら
別
府
君
雄
氏
（
7
0
歳
、
落
合
一
丁
貝

が
、
自
動
車
関
連
事
業
振
興
の
功
績
に

よ
り
、
勲
五
等
瑞
宝
章
を
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。勲
五
等
瑞
宝
章

別
府
君
雄
氏
（

7
0
識
）

　
　
　
　
落
合
一
丁
目
1
3
‐
ロ
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宍
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浙
謳
舷
頭
言
四

万

が
就
任

か
れ
、
議
長
に
犬
山
章
一
氏
、
副
議
長

に
荒
川
誠
一
氏
が
就
任
し
ま
し
た
。

副議長

　荒川誠一氏

　
別
府
氏
は
、
千
葉
県
の
ご
出
身
で
、

昭
和
1
9
年
に
海
軍
機
関
学
校
を
卒
業
後
、

海
軍
士
官
と
し
て
従
軍
、
終
戦
後
、
昭

和
2
8
年
に
自
動
車
業
界
入
り
し
、
栃
木

ダ
イ
ハ
ツ
販
売
株
式
会
社
常
務
、
専
務
、

代
表
取
締
役
社
長
な
ど
を
歴
任
、
昭
和

6
0
年
５
月
に
退
職
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
間
、
昭
和
3
8
年
か
ら
昭
和
6
0

年
ま
で
、
栃
木
県
軽
自
動
軍
販
売
協
会

理
事
や
栃
木
県
軽
自
動
車
協
会
の
理

事
、
副
会
長
、
会
長
な
ど
の
役
職
を
努

め
、
自
動
車
関
連
事
業
の
振
興
に
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
功
績
に
よ
り
昭
和

　
現
在
、
栃
木
県
軽
自
動
車
協
会
の
顧

問
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
常
任
委
員
会
及
び
議
会
運
営

委
員
会
の
選
任
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

常
任
委
員
会
（

Ｏ
委
員
長

○
副
委
員
長

）

◇
総
務
常
任
委
員
会
［
定
数
玉

○
沖
　
春
雄
、
○
粂
川
憲
一
、
大
山
章

一
、
小
貫
］
　
暁
、
松
井
晴
夫
、
鈴
本
正

浩
、
小
菅
一
弥

◇
民
生
経
済
常
任
委
員
会
（
定
数
玉

○
高
橋
　
設
、
○
川
島
芳
之
、
田
中
義

一
、
石
川
昭
三
、
浜
野
和
子
、
石
村
育

夫
、
粂
川
　
清

　政治改革関連４法が成立しました

　選挙や政治活動が政党中心に改められます

政治改革関連４法とは
　　萍石沢ぼ引眉　改正政治資金規制法
　　｢亘膜庸う∩眉　選挙区画定番議会設置法
　　の４つの法律をいいます。
※公職選挙法の改正のうち
1.候補者等の氏名等を表示するポスター掲示の制限

◇
建
設
水
道
常
任
委
員
会
（
定
数
６
）

○
鈴
木
史
郎
、
○
小
谷
野
幸
作
、
稲
葉

次
雄
、
荒
川
誠
一
、
高
山
英
雄
、
高
田

ヤ◇
文
教
常
任
委
員
会
（
定
数
互

○
高
根
定
代
、
○
細
井
敬
一
、
田
中
一

男
、
鈴
木
郁
夫
、
雌
黄
光
、
上
田
　
稔

議
会
運
営
委
員
会
（

○
委
員
長

○
副
委
員
長

）

Ｏ
粂
川
憲
一
、
〇
稲
葉
次
雄
、
石
川
昭

三
、
松
井
晴
夫
、
田
中
義
一
、
鈴
木
史

郎
、
鈴
杢
正
浩
、
浜
野
和
子

　T期日までの間)、その選挙区内に掲示することができなく

　なります。

　2.公職にある間に犯した収賄罪による公民権の停止

　……=ヤf…………公職仁毒……,゜芯j=間)に犯七|た収館罪ljによカレ刑]に処せ……らプれだ者……，jｉS・ま、゜;,:;
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充実した高齢化社蚕

　　　　　　実現のため

壬
生
町
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画

　
高
齢
者
に
な
っ
て
も
、
住
み
慣
れ
た
町
で
生
き
が
い
を

持
ち
、
健
や
か
で
充
実
し
た
生
活
が
退
紅
、
往
ん
で
良
か

っ
た
と
い
う
町
を
つ
く
る
こ
と
は
、
私
た
ち
み
ん
な
の
願

い
で
す
。

　
町
は
、
平
成
Ｈ
年
度
末
（
２
０
０
０
年
）
の
状
況
を
推

定
し
、
高
齢
者
が
今
後
必
要
と
す
る
保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
目
標
量
等
を
定
め
た
「
壬
生
町
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
」

を
策
定
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

「
住
み
よ
い
福
祉
の
ま
ち
づ
く
リ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
め
ざ
し
て

　
国
で
は
、
在
宅
福
祉
対
策
の
緊
急
整

備
を
中
心
と
し
た
「
ね
た
き
り
ゼ
ロ
作

戦
」
の
展
開
、
マ
ン
パ
ワ
ー
、
施
設
、

社
会
環
境
の
緊
急
整
備
な
ど
を
内
容
と

す
る
「
高
齢
者
保
健
福
祉
推
進
十
ヵ
年

戦
略
」
（
ゴ
ー
ル
ド
プ
ラ
ン
）
を
策
定

し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
国
全
体
の
平
成
Ｈ
年
度
末

で
の
保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
目
標
総
量

を
示
し
た
も
の
で
あ
り
、
平
成
２
年
に

は
老
人
福
祉
開
運
８
法
加
改
正
さ
れ
、

高
齢
化
社
会
に
対
応
し
た
「
老
人
保
健

福
祉
計
画
」
の
策
定
加
奈
市
町
村
に
義

務
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

　
町
で
は
、
こ
れ
に
よ
り
高
齢
者
実
態

調
査
、
分
析
な
ど
を
行
い
、
関
係
団
体

の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
「
壬
生
町
高
齢

者
保
健
福
祉
計
画
」
を
策
定
い
た
し
ま

し
た
。

　
こ
の
計
画
は
、
平
成
６
年
度
か
ら
目

年
度
末
ま
で
の
統
合
的
な
高
齢
者
対
策

の
基
本
計
画
で
あ
り
、
内
容
は
保
健
・

福
祉
の
サ
ー
ビ
ス
事
項
だ
け
で
な
く
、

生
涯
学
習
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
振
興
、

就
業
の
促
進
、
高
齢
者
に
優
し
い
往
環

境
の
整
備
、
民
間
も
合
め
た
関
係
福
祉

団
体
の
振
興
な
ど
で
あ
り
ま
す
。

　
高
齢
化
の
進
展

　
平
成
２
年
度
の
国
勢
調
査
で
は
、
壬

生
町
の
総
人
口
に
占
め
る
6
5
歳
以
上
の

割
合
（
高
齢
化
率
）
は
、
１
０
・
８
％

で
、
県
半
弓
上
２
・
３
％
よ
り
低
く
な
っ

て
い
ま
す
が
、
平
成
１
１
年
産
米
に
は
、

１
３
・
８
％
で
７
・
２
人
に
１
人
が
高

齢
者
に
な
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。
簑
１
）

　
こ
の
よ
う
な
人
目
構
造
の
進
展
は
、

必
然
的
に
寝
た
き
り
や
痴
呆
な
ど
の
要

介
護
高
齢
者
の
増
加
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　
介
護
を
要
す
る
高
齢
者
が
増
加
す
る

一
方
で
、
扶
養
意
識
の
変
化
、
女
性
の

雇
用
機
会
の
拡
大
に
よ
り
、
独
り
暮
ら

し
や
高
齢
者
夫
婦
だ
け
の
世
帯
も
さ
ら

に
増
え
て
い
く
も
の
と
予
測
さ
れ
て
い

ま
す
。

表1.高齢者人口の推移

レノ1 万乗
1

察影驚]1 士平成11年

総

人

口

40歳以上 17,142人 21,181人

65歳以上 4,262人 6,138人

75炭以上 1,636人 2,402人

39,588人 44,判８人

高齢化率 10.8％ 13.8％

W

用
語
解
説

◆
寝
た
き
り
老
人

　
老
衰
、
心
身
障
害
、
傷
病
等
で
お
お

む
ね
６
か
月
以
上
常
時
臥
床
し
、
食
事

排
泄
、
入
浴
、
衣
服
の
着
脱
等
の
日
常

生
活
動
性
に
常
時
他
人
の
介
護
を
要
す

る
高
齢
者
。
こ
の
う
ち
、
家
庭
内
で
生

活
す
る
寝
た
き
り
老
人
を
、
在
宅
寝
た

き
り
老
人
と
言
い
ま
す
。

◆
要
援
護
高
齢
者

　
寝
た
き
り
老
人
、
介
護
を
要
す
る
痴

呆
性
老
人
、
疾
病
等
に
よ
り
身
体
が
虚

弱
な
老
人
な
ど
、
身
体
上
又
は
精
神
に
に

の
障
害
が
あ
っ
て
日
常
生
活
を
営
む
の

に
支
障
が
あ
る
老
人
を
言
い
ま
す
。

◆
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス

　
食
事
、
排
泄
、
入
浴
等
の
介
護
や
、

掃
除
、
洗
濯
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
た
り
、
ま
た
、
生
活
や
介
護
に
関
す

る
相
談
、
助
言
等
日
常
生
活
に
係
わ
る

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
も
の
。

◆
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

　
デ
イ
サ
ー
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
等
で
、
高

齢
者
に
入
浴
・
食
事
・
送
迎
・
日
常
動

作
訓
練
等
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
も

の
。
◆
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

　
寝
た
き
り
や
痴
呆
性
老
人
を
介
護
し

て
い
る
家
族
が
病
気
等
で
介
護
で
き
な

い
と
き
、
短
期
間
特
別
玄
談
老
人
ホ
ー

ム
等
で
一
時
的
に
預
か
る
も
の
。

４



リ
ハ
ビ
リ
（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

在
宅
保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

　
　
　
　
　
　
目
標
水
準
を
設
定

　
計
画
で
は
、
ま
ず
平
成
Ｈ
年
度
末
に

保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
必
要
に
な
る
在

宅
の
要
援
護
高
齢
者
を
次
の
よ
う
に
推

計
い
た
し
ま
し
た
。
（
表
２
）

　
次
に
身
体
の
状
況
に
よ
り
各
サ
ー
ビ

ス
の
目
標
回
数
を
設
定
い
た
し
ま
し

た
。
（
表
３
）

　
例
え
ば
、
寝
た
き
り
老
人
で
は
、
ホ

ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
は
週
３
回
、
デ

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
（
五
月
六
日
撮
影
）

表2.要援護高齢者の推計（在宅）

イ
サ
し
ビ
ス
は
週
２
回
、
シ
ョ
ー
ト
ス

テ
イ
は
年
６
回
そ
れ
ぞ
れ
必
要
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
訪
問
看
護
は
週
―
回
、
機
能

訓
練
は
週
２
回
、
訪
問
保
健
指
導
は
年

６
回
、
訪
問
口
腔
衛
生
指
導
、
訪
問
栄

養
指
導
は
そ
れ
ぞ
れ
年
１
回
を
設
定
し

て
い
ま
す
。

ニノプ
2ご,ご､;MU.､.♂占叙,穴,゛以.l..､､゛｀゛;^l;穴,,､､､j c.;｀;

゛二平成４年度　尚尚 宍戸]作成4jl示jk爪１

ね　た　　き　　り 231人 310人

要　介　護　痢　呆 45人 63人

虚　　　　　　　弱 406人 548人

高　齢　者　人　口 4,602人 6,138人

表3.在宅高齢者への保健福祉サービス目標回数

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
ー
入
浴
（
し
も
つ
け
荘
）

二言
匹犬1　行三諮

告水府鉄壁

照応闘茫茫ｮ玉茫ﾄ

塗子爪

♂ % % % ♂ % ♂ ⇔ ♂ ゝ ♂ % ♂ ♂ 占 % ?

言 言 1

二 三 ブ

ス グ イ 几

言

言押づ

設脳

訓目言賄回円

　M言］
参頂

4W

三ﾎﾟ

Ｊ

回

宍

，
サニビス回回目゛こ･｀こ.

｀　にl　　s､s呂、’

　　、　.□s.、

啼，ビズ
１紳 詣駿

要

介

護

寫たきりA(重、中度) 週3回 週2回 年6回 週１回 年6回 年１回 週2回

攻たきりＢ（軽度） 週3回 週2回 年6回 週１回 年6回 年１回 週2回

要　介　護　痴　呆 週3回 週2回 年6回 週１回 年3回 年１回／
皮

剥

虚刹Ａ（中度） 週2回 週１回 年１回 週１回 年6回 年１回 週割印

志向Ｂ（軽度） 週１回 週１回 年１回／ 年6回 年１回 週2回

◆
ケ
ア
ハ
ウ
ス

　
原
則
と
し
て
、
6
0
成
以
ト
の
方
で
、

身
体
機
能
の
低
下
や
生
活
し
て
い
く
に

は
不
安
の
あ
る
お
年
寄
り
を
対
象
に
し
、

生
活
相
談
、
入
浴
サ
ー
ビ
ス
、
食
事
サ

ー
ビ
ス
な
ど
老
人
の
ケ
ア
に
配
慮
す
る

と
と
も
に
車
い
す
や
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

等
を
活
用
し
、
白
立
し
た
生
活
が
継
続

で
き
る
よ
う
配
慮
さ
れ
た
Ｉ
種
軽
費
老

入
ホ
ー
ム
で
あ
り
、
独
り
暮
し
や
夫
婦

の
み
の
世
帯
の
た
め
の
安
心
で
き
る
住

ま
い
。

◆
在
宅
看
護
支
援
セ
ン
タ
ー

　
身
近
な
と
こ
ろ
で
専
門
家
に
よ
る
介

護
の
相
談
・
指
導
な
ど
を
2
4
時
間
体
制

で
行
い
、
市
町
村
と
の
連
絡
調
整
も
行

う
施
設
。

◆
訪
問
指
導

　
家
庭
に
お
い
て
寝
た
き
り
の
状
態
で

あ
る
方
、
も
し
く
は
こ
れ
に
準
ず
る
状

態
に
あ
る
方
、
ま
た
は
痴
呆
性
老
人
に

対
し
、
社
会
性
の
回
復
や
心
身
機
能
の

低
下
の
防
止
と
健
康
保
持
増
進
を
図
る

た
め
、
保
健
婦
等
を
訪
問
さ
せ
て
本
人

及
び
そ
の
家
族
に
対
し
行
う
保
健
指
導
。

◆
訪
問
看
護

　
医
師
の
指
示
の
も
と
、
看
護
婦
等
が

寝
た
き
り
老
人
等
の
家
庭
を
訪
問
し
、

看
護
活
動
を
行
う
こ
と
。
訪
問
看
護
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
が
行
う
場
合
と
医
療
機
関

が
患
者
の
看
護
の
た
め
行
う
場
合
が
あ

る
。

５



人
員
の
確
保
と

　
　
　
　
　
施
設
整
備

　
保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
必
要
と
す
る

住
民
が
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

　
　
　
　
　
　
　
し
も
つ
け
荘

る
よ
う
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
や
保
健
婦
、

看
護
婦
な
ど
の
人
材
の
確
保
と
サ
し
ビ

ス
を
提
供
す
る
た
め
の
拠
点
と
な
る
整

備
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
例
え
ば
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

や
在
宅
看
護
支
援
セ
ン
タ
ー
の
整
備
、

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
施
設
な
ど
の
整
備
を

目
標
と
し
て
い
ま
す
。
（
表
土

表4.平成11年度のサービス供給体制

関係団体との連携と

　　　　社会参加の推進

　
多
様
な
サ
ー
ビ

ス
要
望
に
答
え
る

た
め
、
保
健
・
福

祉
・
医
療
の
連
携

強
化
を
図
る
ほ
か
、

社
会
福
祉
協
議
会

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
、
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
、
Ｊ
Ａ

（
農
業
協
同
組
合
）

な
ど
と
も
連
携
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
生
き

が
い
対
策
の
推
進
と
し
て
、
老
人
ク
ラ

ブ
の
活
性
化
や
生
涯
学
習
の
推
進
を
図

り
、
ス
ポ
ー
ー
ツ
活
動
の
振
興
、
就
業
の

促
進
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
参
加

な
ど
を
促
し
て
い
き
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
、
高
齢
者
に
優
し
い
住
環

境
の
整
備
や
高
齢
化
社
会
へ
の
理
解
を

得
る
た
め
学
校
な
ど
で
の
福
社
教
育
や

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
な
ど
を
目
標
と

し
て
い
ま
す
。

言ノ 平成４年度供給体制 平成｜１年度目標数

ホームヘルパー 10人 29人

憚　　　健　　　婦 ５人 ８人

看　　　護　　　婦 Ｏ人 １人

理　学　療　法　士 Ｏ人 １人

デイサービスセンター

　（デイケア）
２か所 ４か所

在宅介護支援センター Ｏか所 ２か所

ショートステイ ８床 21床

特別養護老人ホーム 100床 100床

養護老人ホーム Ｏ床 Ｏ床

ケ　ア　ノペ　　ウ　ス Ｏ床 30床

老人保健施設 50床 79床

-

W

◆
機
能
訓
練

　
疾
病
、
負
傷
、
老
化
等
に
よ
り
心
身

の
機
能
が
低
下
し
て
い
る
方
に
対
し

て
、
そ
の
維
持
回
復
お
よ
び
生
活
意
欲

の
向
上
を
図
り
、
日
常
生
活
の
白
え
を

助
け
る
た
め
に
必
要
な
訓
練
を
行
う
。

◆
理
学
療
法
士
（
Ｐ
恚

　
身
体
の
障
害
の
あ
る
方
に
対
し
て
、

主
と
し
て
そ
の
基
本
動
作
能
力
の
回
復

を
図
る
た
め
、
治
療
体
操
そ
の
他
の
運

動
を
行
わ
せ
た
り
、
電
気
マ
ッ
サ
九
ン
、

温
熱
、
そ
の
他
の
物
理
的
手
段
を
施
す

者
。
◆
養
護
老
人
ホ
ー
ム

　
心
身
の
障
害
ま
た
は
、
環
境
上
の
理

由
等
で
居
宅
で
の
生
活
が
困
難
な
6
5
歳

以
上
の
方
が
入
所
し
、
日
常
生
活
に
必

要
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
受
け
る
施
設
。

◆
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

　
6
5
歳
以
上
で
、
身
体
上
又
は
精
神
ヒ

著
し
い
障
害
が
あ
る
た
め
に
常
時
の
介

護
を
必
要
と
し
、
居
宅
に
お
い
て
適
切

な
介
護
を
受
け
る
こ
と
が
困
難
な
方
が

入
所
し
、
日
常
生
活
卜
必
要
な
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
を
受
け
る
施
設
。

◆
老
人
保
健
施
設

　
老
人
医
療
受
給
費
証
を
交
付
さ
れ
て

い
る
方
で
、
病
院
の
入
院
治
療
を
終
え
、

病
状
の
回
復
期
、
安
定
期
に
あ
る
医
療

の
ケ
ア
が
必
要
な
寝
た
き
り
老
人
等
で

在
宅
で
の
治
療
が
困
難
な
方
を
対
象
と

し
た
施
設
。

６



１
年
間
で
約
５
６
０
ト
ン
の

　
　
　
　
　
ゴ
ミ
が
資
源
化
（
減
量
）
　
へ

　
町
で
は
、
急
増
す
る
ゴ
ミ
問
題
に
対

応
す
る
た
め
、
ゴ
ミ
の
減
量
化
、
再
資

源
化
運
動
を
積
極
的
に
推
進
し
、
そ
の

一
環
と
し
て
資
源
ゴ
ミ
回
収
報
償
金
交

付
要
綱
を
制
定
し
、
町
民
総
参
加
に
よ

る
ゴ
ミ
減
量
運
動
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
　
そ
の
結
果
、
皆
さ
ま
の
ご
協
力

に
よ
り
こ
の
１
年
間
で
、
約
５
６
５
ト

ン
の
ゴ
ミ
を
減
量
（
資
源
化
）
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
出
し
方
し
だ
い
で
ゴ
ミ
に
も
な
り
、

平成５年度団体別資源ゴミ回収実績表

資
源
に
も
な
る
ゴ
ミ
。
不
用
に
な
っ
た
　
○
回
収
量
内
訳

新
聞
、
雑
誌
、
段
ボ
ー
ル
類
は
、
ゴ
ミ

と
し
て
出
さ
な
い
で
資
源
ゴ
ミ
回
収
や

古
紙
回
収
業
者
へ
出
す
よ
う
心
が
け
て

く
だ
さ
い
。

　
資
源
。
コ
ー
｀

　
　
　
　
　
回
収
実
績

◎
資
源
ゴ
ミ
回
収
実
施
団
体

　
　
　
　
　
　
　
5
2
団
体

濃面頬］

布ダ雑話

困帥噺

　]4ﾝ゛に゛

小でくん

新
　
聞
　
紙
　
２
８
６
・
２
口

雑
　
誌
　
類
　
１
０
２
・
２
口

ダ
ン
ボ
ー
ル
類
　
　
２
５
・
９
口

布
　
　
　
類
　
　
　
４
・
２
口

　
　
小
　
計
　
４
１
８
・
５
に
ツ

び
　
ん
　
類
　
１
３
０
・
５
口

鉄
　
く
　
ず
　
　
１
５
・
Ｏ
ト

ア
ル
ミ
ー
鋼
類
　
　
　
１
・
５
口

　
　
小
　
計
　
１
４
７
・
Ｏ
口

合
　
　
　
計
　
５
６
５
・
５
口

資
薗
「
で
于
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
回
収
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
町
で
は
、
資
源
ゴ
ミ
回
収
運
動
に
協

力
し
た
団
体
に
対
し
て
報
償
金
を
交
付

育
成
会
も
資
源
ゴ
ミ
回
収
に
一
役

し
て
い
ま
す
。
あ
な
た
の
地
区
で
も
始

め
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
資
源
ゴ
ミ
ー
回
の
回
収
で
５
０
０
㎏

以
上
を
共
同
集
荷
し
、
資
源
ゴ
ミ
回
収

業
者
に
売
却
し
た
団
体
に
は
、
回
収
重

量
１
㎏
に
つ
き
５
円
と
１
回
の
回
収
に

つ
き
３
千
円
の
報
償
金
を
交
付
し
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
今
年
度
よ
り
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

ー
回
の
回
収
で
２
０
０
本
以
上
を
共
同

収
集
し
た
団
体
に
対
し
、
１
本
に
つ
き

５
円
の
報
償
金
を
交
付
し
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

＊
役
場
保
健
課
（
�
ワ
ー
２
３
４
内
心
ｌ
ｏ
怒

＊
清
掃
セ
ン
タ
ー
（
�
8
2
‐
３
４
２
法

フ
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　゜゛｀"゛　考えてみませんか/

jxﾌﾟ1DS　　　お子さんの性教育･エイズ教育を

⊇三千子二三子三]]朧宗舒

エイズの予防には

　どうしたらよいでしょうか。

　　残念なことに現在まで、ＨＴＶ（エ

イズウィルス）を予防するワクチンは

＝開発されていません。つまり、いまの

　ところ、医学的な方法による予防はで

　きません。

　　いま、私たちにできることは、エイ

　ズの正体を知り、感染経路について理

　解し、感染を防ぐ知識と行動を身につ

　今回も、壬生町エイズ教育（性教育）推進委員会

が実施したアンケートの結果を報告します。アンケ

ートは児童生徒・教師・保護者の多くの方々のご協

力を得、男女交際のマナー、身体的変化、性被害、

性の悩み、エイズ教育への期待など、さまざまなこ

とについて行ったものです。

　集計の結果は、情報化社会の進展などの社会変化

が、私たちの、そして児童生徒の性に対する意識に

も大きな影響を与えていることを理解する一つのて

がかりを示しています。

　ここでは、３調査項目の結果を報告します。この

結果をみて皆さんはどんなご感想をお持ちになるで

しょうか。

卜<自分の体ﾊ容姿の･変化が気になりますかご

　（ぼくだけなのかな・‥
　　　　　　　　　ほかの人はどうなのかな‥・）

エイズ

　けることです。エイズについての正しい理解こそが、

　唯一の予防であり、「一人ひとりが自分の行動に責任を

　もち、感染の危険の商い行為を回避するようにする」

　という行動が大切です。

　　具体的な予防法としては、先月号でお知らせした感

１染を避けるようにすれば良いのですが、ここで、いく

　つかの対策をあげてみましょう。

　　　　　　　　　　　　－２　いま、どのような交際をしていまずか

　(お父さん、お母さんが子どものころとくらべると)

訃　　　　　　　　　　則万真xﾒyJ
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捗

゛’中２圓）　中２（女）　高２ 男）　　高２（女）

３　性につ.いての知識=を何から:光一ま]しﾔたか…………1(中=学.･.:･2..･一年生)ﾔ･

　　(両親からよりjも○○から‥・

　　　　　　　　　　　　　情報はまわりにいっぱい)

％
土1
0
９
８
７
６
５
４
３
２
１

々

｀－ 二知識

その３

″
’
り
に
ご
ｋ
ｊ
ｈ
ズ
り

特
記
訃
計

｛
向
八
反
施
誓
字
賂
バ

嗣
目
脂

………………………………------－･-･-----………----･----------………………-

監修　栃木県伝染病予防調査協議会会長･･

　　　栃木県連合学校保健会会長

　　　　　　　　松　本　　幸　三

（１）麻薬や覚醒剤には絶対に手をだ

　　　さない。

（２）不特定多数との「危険な性行為」

　　　を避ける。

　　　ＨＩＶの感染は血液・精液・朧

　　　分泌液を介しておこります。

　　　コンドームの正しい使用が有効

　　　です。

（３）エイズ以外の性感染症をなくす。

　　　自分又は相手に性感染症があると、性器の潰瘍や

　　　炎症を通じてＨＩＶが感染しやすくなります。

　この欄に対するご質問や、ご意見、ご感想がありま

したら、壬生町エイズ教育（性教育）推進委員会事務

局（壬生町教育委員会内　�８２－０９３４　壬生町

通町12－22）までお寄せください。

８



消
防
技
術
の
向
上
を
め
ざ
し

　
　
町
消
防
団
ポ
ン
プ
操
法
大
会
行
う

　
町
消
防
団
（
梁
高
安
男
団
長
・
団
員

２
０
３
名
）
の
第
1
3
回
ポ
ン
プ
操
法
大

会
が
４
月
2
4
日
、
町
総
合
運
動
場
で
開

か
れ
、
自
動
車
ポ
ン
プ
の
部
（
７
居

及
び
小
型
ポ
ン
プ
の
部
（
８
部
）
の
計

1
5
部
が
参
加
し
、
ポ
ン
プ
操
法
の
技
術

と
ス
ピ
ー
ド
を
競
い
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
４
月
に
6
3
名
の
新
団

員
を
迎
え
て
、
団
員
の
士
気
高
揚
と
消

防
技
術
の
向
上
を
図
り
、
有
事
の
際
に

は
、
常
備
消
防
（
石
橋
地
区
消
防
組
合

と
一
体
と
な
っ
て
、
最
善
の
消
火
活
動

が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
団
員
た
ち
は
、
こ
の
日
の
た
め
に
２

週
間
前
か
ら
毎
日
、
夜
７
時
か
ら
９
時

ま
で
町
総
合
運
動
場
に
集
合
し
、
常
備

消
防
（
壬
生
分
署
、
安
塚
分
遣
所
）
の

指
導
の
も
と
、
訓
練
を
重
ね
て
き
ま
し

た
。
　
競
技
の
結
果
、
自
動
車
ポ
ン
プ
の
部

で
は
第
３
分
団
第
１
部
が
、
小
型
ポ
ン

プ
の
耶
は
第
３
分
団
第
２
部
が
そ
れ
ぞ

れ
優
勝
し
ま
し
た
。

◇
自
動
車
ポ
ン
プ
の
部

優
　
勝
　
第
３
分
団
第
１
部
元
小
林
、

　
　
　
　
安
塚
地
区
、
お
も
ち
や
の
ま

　
　
　
　
ち
地
区
）

準
優
勝
　
第
２
分
団
第
１
部
（
稲
葉
下

　
　
　
　
馬
水
、
上
町
、
下
言

三
　
位
　
第
２
分
団
第
３
部
（
羽
生
田

　
　
　
　
地
区
）

◇
小
型
ポ
ン
プ
の
部

優
　
勝
　
第
３
分
団
第
２
部
（
上
田
）

準
優
勝
　
第
１
分
団
第
３
部
（
万
灯
、

　
　
　
　
上
新
町
、
壬
生
下
馬
本
、
西

　
　
　
　
高
野
）

三
　
位
　
第
２
分
団
第
４
部
（
鰹
沼
、

　
　
　
　
東
原
、
福
相
哲

　
　
　
　
｝

○
優
秀
機
関
員

◇
自
動
車
ポ
ン
プ
の
部

・
指
揮
者
　
中
川
　
均
（
第
３
分
団
第
１
部
）

・
１
番
長
　
小
野
崎
末
吉
築
３
分
団
第
１
部
）

・
２
番
目
］
　
野
只
管
弘
（
第
３
分
団
第
１
部
）

・
３
番
員
　
小
平
昭
博
（
第
３
分
団
第
５
部
）

・
４
番
長
　
鈴
木
育
男
（
第
３
分
団
第
１
部
）

◇
小
型
ポ
ン
プ
の
部

・
指
揮
者
　
臼
井
利
明
（
第
３
分
団
第
３
耶
）

・
１
番
長
　
大
橋
光
男
示
２
分
団
第
４
部
）

・
２
番
目
］
　
梁
島
恵
一
（
第
２
分
団
第
５
部
）

・
３
香
具
　
政
策
啓
一
（
第
１
分
団
第
３
部
）

９

壬
生
幹
部
警
察
官
派
出
所

　
　
『
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ａ
Ｎ
』

　
建
物
の
老
朽
化
に
伴
い
、
昨
年
の
1
2

月
か
ら
改
築
工
事
を
進
め
て
い
ま
し
た

栃
木
警
察
署
壬
生
幹
部
警
察
官
派
出
所

が
完
成
し
４
月
1
9
日
、
開
所
沢
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
新
し
い
派
出
所
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ

が
完
成

Ｉ
ト
造
り
二
階
建
て
の
、
城
下
町
壬
生

を
イ
メ
九
ン
し
た
建
物
で
、
町
の
治
安

維
持
の
要
と
な
る
ほ
か
、
住
民
の
方
の

た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ル
ー
ム
な
ど

が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

壬
生
幹
部
警
察
官
派
出
所
開
所
式
の
よ
う
す
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ﾚ

砥1場

　
黒
川
さ
ん
ご
夫
妻
は
現
在
、
ご
長
男

の
農
業
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
が
、

啓
作
さ
ん
は
以
前
は
草
屋
根
の
職
人
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

し
て
い
ま
し
た
。
昭
利
1
3
年
に
弟
子
入

り
し
ま
し
た
が
、
1
4
年
の
召
集
命
令
を

受
け
て
一
時
中
断
し
、
1
7
年
1
0
月
に
中

密達者

カッフル

糾原
黒川

心

宿
啓作さん（ワ５）

七半さん（ワ６）
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｢のぼりは引

　　　　睦小学校２年

　　　　　小川　敏

青
春
ス
ケ

ッ
チ
萌

夫妻

　　一箱に行動できる家庭が夢

　　　幸町二丁目　諸渾　知桂子さん

　　「性格は、おっとりした反面、気分転換が早い

方ですね」と、自己分析する知桂子さん。

　会社では、自動車部品の営業事務として活躍中。

休みの日などは、リフレッシュを兼ねてカラオケ

に行ったり、得意なお菓子などを作ったりしてい

るとか。そして、夢は「家族がいっしょに行動で

きる家庭を作りたい」と笑顔で答えてくれました。

111り|
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｢負けないぞ目

　　　睦小学校５年

　　　　三柴　真実
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1

ふれあ

て

３

年

連

1売　　

|｣|　かな　　すた減化どんて　　は陸ま終国
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国
の
華
北
省
か
ら
帰
還
し
て
そ
の
後
、

終
戦
ま
で
勝
田
市
の
兵
器
工
場
で
働
き

ま
し
た
。
昭
和
1
6
単
に
骨
折
で
北
京
の

陸
軍
病
院
へ
半
年
ほ
ど
入
院
し
た
と
き

　は
終　と

戦て
後　も
　｀退
再屈
びだ
草　つ
屋た
根そ
の　う
職で
人す
と　゜
し

て
働
き
始
め
て
、
親
戚
で
あ
る
セ
キ
さ

ん
と
結
婚
し
ま
し
た
。
そ
の
後
3
0
年
ほ

ど
こ
の
仕
事
を
続
け
ま
し
た
が
、
近
代

化
が
進
む
に
つ
れ
て
草
屋
根
の
注
文
が

減
り
始
め
て
、
最
後
に
草
屋
根
を
作
っ

た
の
は
昭
和
5
6
年
ご
ろ
だ
っ
た
そ
う
で

　
啓
作
さ
ん
の
趣
味
は
サ
ツ
キ
や
ツ
ゲ

な
ど
の
植
木
の
手
入
れ
で
、
即
成
ご
ろ

か
ら
始
め
た
そ
う
で
す
。
ま
た
、
ゲ
ー

　
　
学
校
給
食
用
優
秀
パ
ン
エ
場

　
　
　
　
　
　
　
　
と
し
て
表
彰
さ
れ
る

　
羽
生
田
・
中
央
で
学
校
給
食
用
の
パ
　
　
（
6
5
）
は
、
４
月
６
日
に
行
わ
れ
た
財
団

ン
を
製
造
し
て
い
る
神
水
輝
雄
さ
ん
　
　
法
人
栃
木
県
学
校
給
食
会
主
催
の
平
成

３
年
連
続
表
彰
を
受
け
た
神
永
さ
ん

５
年
度
学
校
給
食
用
パ
ン
品

質
批
判
会
に
お
い
て
、
優
秀

パ
ン
エ
場
と
し
て
表
彰
さ

れ
、
平
成
３
年
度
か
ら
３
年

連
続
受
賞
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
学
校
給
食
用
パ

ン
の
品
質
向
上
の
た
め
に
年

５
回
、
不
定
期
に
行
わ
れ
る

ト
ボ
ー
ル
も
好
き
な
の
で
す
が
、
「
農

作
業
が
忙
し
い
の
で
年
３
囲
の
犬
合
に

し
か
出
ら
れ
な
い
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

　
セ
キ
さ
ん
は
園
芸
が
好
き
で
、
よ
く

旅
先
で
鉢
植
え
を
買
っ
た
り
す
る
そ
う

で
す
。
サ
ボ
テ
ン
な
ど
の
変
わ
っ
た
も

の
が
好
き
で
、
2
0
年
ぐ
ら
い
前
か
ら
始

め
た
そ
う
で
す
。
ま
た
、
セ
キ
さ
ん
は

体
が
丈
夫
で
、
「
医
者
に
か
か
っ
た
り

薬
を
飲
ん
だ
り
し
た
記
憶
が
あ
ま
り
な

い
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
お
一
犬
と
も
温
泉
が
好
き
で
、
啓
作

さ
ん
が
老
入
会
の
会
計
や
郡
の
役
員
を

し
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
単
に
３
、

４
回
は
温
泉
に
出
掛
け
る
そ
う
で
す
。

検
査
で
、
Ａ
～
Ｅ
の
５
段
階
に
評
価
さ

れ
、
こ
の
検
査
に
お
い
て
オ
ー
ル
Ａ
を

獲
得
し
た
工
場
が
表
彰
さ
れ
る
も
の

で
、
３
年
連
続
の
表
彰
は
県
内
で
初
め

て
の
こ
と
で
す
。

　
神
水
さ
ん
は
、
昭
和
3
3
年
に
県
の
学

校
給
食
用
パ
ン
委
託
工
場
の
指
定
を
受

け
て
か
ら
3
6
年
間
、
学
校
給
食
用
の
パ

ン
を
作
り
続
け
、
今
は
、
町
内
の
７
つ

の
小
・
中
学
校
の
パ
ン
を
週
２
回
、
約

３
、
０
０
０
食
を
作
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
子
ど
も
た
ち
に
お
い
し

い
パ
ン
を
食
べ
さ
せ
る
た
め
に
頑
張
り

た
い
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

チピッ子アルバム

広
子
ち
ゃ
ん
（
止
威
・
２
女
）

　
（
父
）
岡
本
　
良
二
さ
ん

　
（
母
）
　
　
ク
　
　
恵
さ
ん

お
母
さ
ん
か
ら
一
言

（
至
宝
町
南
）

明
る
く
、
優
し
い
、
楽
し
い
女
の
子
で
い
て
ね
。

早
紀
恵
ち
ゃ
ん
（
４
歳
・
長
女
）

　
（
父
）
荒
川
　
苦
味
さ
ん

　
（
母
）
　
　
ク
　
順
子
さ
ん

お
母
さ
ん
か
ら
一
言

（
駅
東
町
）

や
さ
し
い
女
の
子
に
育
っ
て
ほ
し
い
。

１１



一

暖
か
い
陽
射
し
の
中
で

　
　
歩
け
歩
け
奉
仕
大
会

家
族
そ
ろ
っ
て
元
気
に
ス
タ
ー
ト

　
壬
生
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
主
催
に
よ

る
第
1
2
回
壬
生
町
社
会
福
祉
青
少
年
歩

け
歩
け
奉
仕
大
会
が
、
４
月
2
9
日
に
羽

生
田
小
学
校
を
発
着
点
に
し
て
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
の
日
は
、
朝
か
ら
晴
天
に

恵
ま
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
家
族
連
れ

や
子
供
た
ち
の
グ
ル
ー
プ
8
8
組
３
５
０

人
と
い
う
多
く
の
方
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
歩
け
歩
け
奉
仕
犬
合
と
は
ウ
ォ
ー
ク

ラ
リ
ー
に
参
加
し
て
歩
く
こ
と
が
そ
の

ま
ま
社
会
奉
仕
に
な
る
と
い
う
ユ
ニ
ー

ク
な
大
会
で
す
。
ス
ポ
ン
サ
ー
ー
か
ら
寄

付
（
Ｐ
Ｒ
代
）
を
集
め
、
参
加
者
は
ス

ポ
ン
サ
ー
ー
名
の
入
っ
た
ワ
ッ
ペ
ン
シ
ー

ル
を
身
に
つ
け
て
歩
き
、
完
歩
す
る
と

ス
ポ
ン
サ
ー
か
ら
Ｐ
Ｒ
代
が
出
ま
す
。

そ
の
Ｐ
Ｒ
代
は
、
県
ア
イ
バ
ン
ク
や
栃

木
盲
導
犬
セ
ン
タ
ー
、
町
社
会
福
祉
協

議
会
に
寄
付
さ
れ
ま
す
。

　
参
加
者
た
ち
は
４
、
５
人
の
ブ
ル
ー
ー

プ
に
な
り
、
与
え
ら
れ
た
コ
マ
図
を
頼

り
に
暖
か
い
陽
射
し
の
中
、
元
気
に
ス

タ
ー
ト
し
、
富
士
山
古
墳
、
茶
臼
山
古

墳
、
長
塚
古
墳
な
ど
を
中
心
と
し
た
歴

史
を
感
じ
さ
せ
る
コ
ー
ー
ス
を
歩
き
、
い

い
汗
を
流
し
ま
し
た
。
表
形
式
の
前
に

は
、
歴
史
民
俗
資
料
館
の
君
島
さ
ん
に

よ
る
お
話
や
、
盲
導
犬
の
歩
行
体
験
が

行
わ
れ
、
充
実
し
た
時
を
過
ご
し
ま
し

た
。

貯
蓄
生
活
設
計
普
及
地
区
の

　
　
　
　
　
解
除
式
行
わ
れ
る

　
　
　
　
千
生
町
消
費
背
反
の
会

　
貯
蓄
生
活
設
計
普
及
地
区
の
解
除
式

が
３
月
2
9
日
、
睦
地
区
コ
ミ
ニ
ュ
テ
ィ

ー
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
壬
生
町
消
費
老
友
の
会
は
、
平
成
３

年
４
月
に
県
か
ら
貯
蓄
生
活
設
計
普
及

地
区
の
指
定
を
受
け
、
会
長
を
け
じ
め

貯
蓄
生
活
設
計
普
及
地
区
推
道
具
の
安

生
さ
ん
を
中
心
に
３
年
間
、
貯
蓄
講
演

会
や
勉
強
会
な
ど
を
行
い
、
こ
れ
か
ら

の
生
活
設
計
に
つ
い
て
学
ん
で
き
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
普
及
地
区
と
し
て
の
業

績
が
た
た
え
ら
れ
、
県
貯
蓄
推
進
委
員

会
か
ら
表
形
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
会
員
の
皆
さ
ん
は
、
金
銭
の
貯
蓄
ば

か
り
で
な
く
人
間
関
係
・
健
康
の
貯
蓄

も
大
切
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
も
新
し
い

知
識
の
貯
蓄
を
し
て
い
こ
う
と
い
う
気

持
ち
を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

％

～

Ｉ

『

ｒ

Ｌ
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し
め
や
か
に
行
わ
れ
た
慰
霊
祭

　
桜
の
花
が
は
こ
ろ
び
は
じ
め
た
４
月

５
日
、
東
雲
児
童
公
園
で
慰
霊
牌
管
理

委
員
会
（
佐
藤
三
郎
会
長
）
主
催
の
戦

役
者
合
同
慰
雪
祭
が
、
町
遺
族
会
、
軍

愚
公
、
日
傷
会
な
ど
の
関
係
者
２
ｏ
ｏ

人
が
参
列
し
、
し
め
や
か
に
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
先
の
大
戦
に
お
い
て
、
祖
国
の
礎
と

な
っ
て
身
命
を
捧
げ
た
７
８
０
金
札
の

英
霊
に
、
今
日
の
平
和
と
発
展
を
感
謝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

戦
没
者
を
偲
び
慰
霊
祭

　
　
少
年
剣
士
の
奉
納
試
合
も
行
わ
れ
る

す
る
佐
藤
会
長
の
祭
文
奉
上
に
は
じ
ま

り
、
清
水
町
長
、
石
川
町
議
会
議
長
、

佐
藤
勉
県
議
会
議
員
な
ど
の
方
々
が
追

悼
の
こ
と
ば
を
述
べ
、
そ
の
後
、
出
席

者
全
員
で
白
菊
の
花
を
献
花
し
ま
し

た
。

　
ま
た
、
同
公
園
広
場
で
少
年
剣
道
の

奉
納
試
合
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
試
合
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

表
彰
状
を
手
に
栗
原
会
長
（
中
央
）
、

菱
田
前
会
長
（
右
）
と
安
生
さ
ん
（
左
）

Ｉ
・
ｊ

◇
２
年
以
下
の
部

優
　
勝
　
高
田
　
俊
幸
（
羽
生
哲

準
優
勝
　
山
口
　
美
佳
（
羽
生
哲

３
佳
高
久
裕
紀
宝
生
剣
）

　
　
　
　
五
士
風
信
宏
（
お
も
ち
や
）

◇
３
・
４
年
の
部

優
　
勝
　
浅
利
　
圭
介
（
お
も
ち
こ

準
優
勝
　
金
田
　
孝
一
　
宝
生
剣
）

３
　
位
　
ニ
ノ
宮
雅
宏
宝
生
剣
）

　
　
　
　
小
黒
　
絵
里
（
壬
生
剣
）

◇
５
・
６
年
の
部

優
　
勝
　
金
田
　
健
一
　
宝
生
剣
）

準
優
勝
　
新
野
　
智
久
（
お
も
ち
こ

３
　
位
　
木
野
内
勝
久
｛
羽
生
但

　
　
　
｝

少
年
剣
士
に
よ
る
奉
納
試
合



交
通
安
全
の
願
い
を
込
め

　
　
　
黄
色
い
帽
子
贈
る

　
　
　
　
明
る
い
社
会
づ
く
り
協
議
会
壬
生
地
区

　
栃
木
県
東
地
区
明
る
い
社
会
づ
く
り

協
議
会
壬
生
地
区
（
田
中
義
一
会
長
）

で
は
、
新
入
学
児
童
が
交
通
事
故
に
遭

わ
な
い
で
健
や
か
に
成
長
し
て
い
た
だ

こ
う
と
、
黄
色
い
帽
子
（
男
子
用
２
４
３
、

女
子
用
２
１
り
）
４
６
２
個
を
４
月
８
日
、

町
教
育
委
員
会
を
通
じ
、
町
内
８
小
学

校
の
新
入
学
兄
に
贈
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
同
地
区
活
動
の
一
環
と
し

て
毎
年
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
学
校
関

係
者
や
父
母
の
み
な
さ
ん
か
ら
た
い
へ

ん
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

家
庭
緑
化
用
の
苗
木
を
配
布

　
県
の
春
季
緑
化
運
動
（
４
月
１
日
～

５
月
３
１
日
・
テ
ー
マ
青
い
空
　
か
が

や
く
緑
　
わ
が
郷
土
）
の
一
環
と
し
て
、

家
庭
緑
化
用
苗
木
無
償
配
布
令
が
４
月

2
2
日
、
城
址
公
園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
大
ぜ
い
の
人
が
列
を
つ

く
り
、
用
意
さ
れ
た
６
５
０
本
の
キ
レ

ン
グ
ツ
ツ
ジ
が
、
ミ
ス
マ
ロ
ニ
エ
の
益

子
直
美
さ
ん
た
ち
か
ら
一
人
ひ
と
り
に

配
ら
れ
ま
し
た
。

牛
レ
ン
グ
ツ
ツ
ジ
が

　
　
　
　
　
　
配
ら
れ
ま
し
た

タ
ピ
ア
ン
の
花
植
え
る

　
町
の
長
道
景
観
整
備
事
業
（
花
い
っ

ぱ
い
運
動
）
　
の
一
環
と
し
て
、
壬
生
町

恵
川
土
地
改
良
区
（
高
山
英
雄
理
事
長
）

で
は
、
４
月
2
6
日
、
町
農
村
塾
（
中
村

正
塾
長
）
の
協
力
を
得
て
、
国
谷
地
区

の
恵
川
ふ
れ
あ
い
ロ
ー
ド
に
タ
ピ
ア
ン

の
花
２
、
５
０
０
株
を
植
え
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
改
良
区
の
役
員
、
農
村

塾
の
生
徒
さ
ん
約
4
0
人
が
参
加
、
薄
紫
、

紫
、
白
の
３
色
の
タ
ピ
ア
ン
を
2
5
ｍ
間

隔
で
道
路
の
両
側
に
植
え
ま
し
た
。

約
１
か
月
後
に
は
、
き
れ
い
な
花
の
ジ

ュ
ウ
タ
ン
が
で
き
あ
が
り
ま
す
。

稚
魚
ア
ユ
を
放
流

稚
魚
ア
ユ
放
流

　
下
都
賀
漁
業
協
同
組
合
壬
生
支
部

（
鈴
木
利
一
支
部
長
）
で
は
、
６
月
の

ア
ユ
解
禁
を
前
に
し
て
、
黒
川
に
３
回

の
稚
魚
ア
ユ
の
放
流
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
稚
魚
放
流
は
、
毎
年
行
わ
れ
て

い
る
も
の
で
、
今
年
は
、
３
月
2
4
日
に

藤
井
橋
な
ど
２
か
所
に
２
万
８
平
尾
、

４
月
５
日
に
福
和
田
橋
な
ど
３
か
所
に

１
万
尾
、
４
月
Ｈ
日
に
藤
井
橋
に
1
5
～

2
0
ｇ
級
を
９
平
尾
が
放
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
ア
ユ
の
解
禁
は
、
思
川
が
５
月

2
2
日
、
黒
川
が
６
月
５
日
で
す
。

文
化
協
会
文
芸
部
選

　
　
　
　
短
　
　
歌

か
わ
せ
み
の
図
柄
の
切
手
見
て
お
れ
ば

値
上
げ
の
悪
態
忘
れ
ゆ
く
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
正
田
良
次
郎

病
院
に
通
え
る
日
々
に
見
と
ど
け
ぬ

桜
の
花
の
咲
き
て
散
る
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
角
田
　
節
子

初
物
は
七
十
五
日
生
き
の
び
る
と

み
じ
か
き
韮
を
妻
は
摘
み
お
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
黒
尾
　
壮

横
浜
に
単
身
就
任
せ
し
せ
が
れ

や
っ
ぱ
り
わ
が
家
が
い
ち
ば
ん
と
言
う

・
　
　
　
　
　
　
　
　
諸
岡
婦
美

　
　
　
　
俳
　
　
句

寺
坂
少
年
は
み
な
バ
ッ
ト
持
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
原
　
早
苗

酒
入
れ
ば
話
上
手
や
木
の
芽
和
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
　
田
鶴

吹
き
ぬ
け
る
風
に
色
あ
り
桜
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
山
香
代
子

日
照
雨
四
五
本
ほ
ど
の
葱
坊
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
茂
弥
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ご存じですか？

　保険料免除制度

　国民年金制度には、経済的事情などで月々の保険料

を納められない方々のために、保険料の免除制度があ

ります。低所得や病気・けがなどで納めるのが困難な

場合、所定の申請をすると、世帯の収入・扶養数など

の審査をへて、保険料免除の承認を受けることができ

ます。

　また、学生用の申請免除は、一般より、さらにゆる

やかな免除基準が設けられ、親元の負担をより軽減す

る配慮がされています。

　無関心でいるより、将来の年金生活のため、今すく≒

ご相談ください。

　くわしくは、役場住民課国民年金係（�82－1234内

線119）へお問い合わせください。

一 一 一 一

　
町
で
は
、
各
種
統
計
調
査
に
携
わ
る

統
計
調
査
協
力
員
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
　
仕
事
は
、
主
に
世
帯
・
事
業
所

等
に
訓
育
票
を
配
布
し
、
記
入
し
て
い

た
だ
き
、
回
収
す
る
こ
と
で
す
。

　
統
計
調
査
は
、
年
間
を
通
じ
て
行
わ

れ
て
お
り
、
統
計
調
査
協
力
員
に
登
録

し
て
い
た
だ
く
と
、
そ
の
都
度
、
町
か

ら
訓
告
の
お
願
い
を
い
た
し
ま
す
。

◇
資
　
格
　
7
0
炭
ま
で
の
健
康
な
方

◇
申
込
み
　
直
接
又
は
電
話
で
役
場
商

　
　
　
　
　
工
観
光
課
統
計
係
へ
お
申

　
　
　
　
　
し
込
み
く
だ
さ
い
。

ｒ‾‾‾‾‾’
｜ ■ ・ ｜ 一一一一 一一－ 一一－－ －一一 一一一一

　
　
　
　
　
　
言
数
字
は
寄
付
図
燕

全
５
万
円
⑦
　
　
　
　
伏
水
美
佐
恵
様

台
１
万
円
①
　
　
　
　
犬
橋
台
次
郎
縁

台
１
千
５
６
３
円
⑧
　
粂
川
　
ひ
さ
縁

合
７
千
３
８
７
円
①

　
　
　
　
ａ
ｍ
・
ｐ
ｍ
壬
生
本
丸
唐
様

台
１
万
８
千
１
０
０
円
⑦

　
　
　
　
　
　
　
　
壬
生
町
歌
謡
会
様

台
２
千
３
７
６
円
①
ス
ポ
ッ
ト
興
業
縁

Ｌ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
一一－ －一一－

－一一 一一一一 一一一一一一一一一一

　ｹま……ぢめyう∧ごﾚき…………

　　　　　　　5月１日現在

総人口　39,965人　（　37）

　男　19.730人（△２）

　女………20,235人（　39）

世帯y数］……12,179世帯（　89）

　　　　　（　）内は前月比

『
。
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
－
－
―
－
－
－
－
－
－
‐
－
－
－
－
‐
－
－
－
－
－
－
－
１

一
宏

一
一‐ １
　
付
　
　
社
会
福
祉
協
議
会
）

一 一 一 一

�

8 2

‐
１
２
３
４
内
線

1 6 2

円

１ １
－
－
－
－
帽
－
－
―
－
－
－
－
－
－
‐
－
－
－
－
‐
－
－
－
－
－
－
－
１
‐
Ｊ

◇
問
合
せ
　
役
場
商
工
観
光
課
統
計
係

統
計
調
査
協
力
員
を
募
集
し
ま
す

し込納　●●
ょみ期　国町
う合限　民県
゜い間　　年民

　ま際　金税
　すは．、

　゜　｀納　　－
　早納期　　１
　め付限　期
　に窓６＿及

　納□月６び
　付が30月全
　し大日分納
　ま変－゛″゛゛゛

６

月

の

納

税

&声tf
％Ｊ

團伊玖磨
　トーク＆ミュージック
◇日 時　６月11日（土）午後６時開場

　　　　　　　　　　　　ク６時30分開演

◇会　　場　壬生中央公民館犬ホール

◇入場料　３、０００円（余白出席）

　※入場券は、壬生中央公民館・稲葉出張所

　　南犬飼出張所で取り扱っています。

◇圭　　催　回壬生町施設振興公社

◇後　　援　壬生町教育委員会

◇問合せ先　門壬生町施設振興公社�82－1234

　　　　　　壬生中央公民館　　　�82－0108

古
今
亭
志
ん
朝
一
門
会

◆
日
　
詩
　
７
月
3
0
日
（
古

　
　
　
　
　
午
後
６
時
　
　
　
開
場

　
　
　
　
　
午
後
６
詩
3
0
分
　
回
演

◆
会
　
場
　
壬
生
中
央
公
民
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
ホ
ー
ル

◆
入
場
料
　
２
、
ｏ
ｏ
ｏ
円
蚤
自
出
席
）

　
※
入
馬
券
は
、
６
月
８
日
永
）
よ
り

　
壬
生
中
央
公
民
館
、
稲
葉
、
南
犬
飼

　
両
出
張
所
で
取
り
扱
い
ま
す
。

◆
主
　
催
　
特
壬
生
町
施
設
振
興
公
社

◆
後
　
振
　
壬
生
町
教
育
委
員
会

◆
問
合
せ
先

　
壬
生
町
施
設
振
興
公
社
�
8
2
‐
１
２
３
４

　
壬
生
中
央
公
民
館
�
8
2
‐
０
１
０
８
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